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１．趣旨 

 

 松阪市環境部環境課（以下「環境課」という。）では、松阪市に賦存する生物由来の有

機性資源（バイオマス）を堆肥等の製品や電気・熱等のエネルギーとして総合的に活用す

ることにより、地球温暖化防止、資源循環型社会の形成、戦略的産業の振興、地域の活性

化に市、市民、市民団体及び事業者が一体となって取り組むための指針を示す「松阪市バ

イオマス活用推進計画」を策定します。 

本計画を策定するにあたり、策定業務を民間事業者等へ委託することとしています。当

該業務の委託先には、バイオマス賦存量及び利活用状況の調査や利活用方法の検討など業

務内容に関する十分な専門的知識が求められることから、専門的なノウハウを持ち、効率

的で質の高い業務を行うことができる事業者を公募型プロポーザルにより募集いたします。  

 

 ２．業務の内容 

 

 （１）名 称  

平成２５年度松阪市バイオマス活用推進計画策定業務委託  

（２）内 容 

   詳細は別紙「仕様書」のとおりです。  

（３）契約期間 

 契約の日から平成２６年３月２０日までとします。  

 

３．参加資格条件 

 プロポーザルに参加する者は、平成２５年度松阪市バイオマス活用推進計画策定業務委

託の目的を理解し、本業務に関する実績と能力がある企業で、参加資格審査申請日から本

契約締結日までの間において、次に掲げる項目をすべて満たしていなければなりません。  

①松阪市契約規則第５条の規定による一般競争有資格者名簿に登録があること。 

 ②地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４に該当しないこと。  

③会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく会社更生手続開始若しくは更生手

続開始の申立がなされている場合、又は、民事再生法（平成１１年法律第２２５号）

に基づく再生手続開始若しくは再生手続開始の申立がなされている場合にあっては、

一般競争入札参加資格の再審査に係る認定を受けていること。 

 ④松阪市建設工事等指名措置要領に基づく指名停止を受けていないこと。 

 ⑤国税、地方税を滞納していないこと。 

 ⑥法人格を有し、本委託業務を円滑に遂行できること。 

 ⑦過去５年以内に、国、地方公共団体において、バイオマス活用推進計画の策定支援業

務を受託し、契約を履行完了した実績があること。または、国、地方公共団体におい
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てバイオマスに関する先進的な取り組みを支援した実績（調査書、報告書等で示すこ

とのできるもの）を有するもの。 

 

４．提案上限額について  

〔提案上限額〕  ４，７２５，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む）  

※なお、上限額を超えての提案は無効とします。 

 

５．企画提案にあたっての留意事項について 

 （１）プロポーザル実施要領等の承諾 

    参加希望者は、参加申請書の提出をもって、プロポーザル実施要領等の記載内容を

承諾したものとみなします。 

 （２）プロポーザル参加費用の負担 

   プロポーザル参加に要する費用は、参加者の負担とします。  

（３）提出書類の取扱い  

提出された書類については変更できないものとし、採用・不採用に関わらず返却は

しません。 

 （４）提供資料の取扱い 

   市から提供する資料は取扱いに注意するとともに、無断で当プロポーザルに係る検

討以外の目的で使用することを禁止します。 

 （５）提出書類については、松阪市情報公開条例に基づき、情報公開の対象となります。 

（６）提案の無効 

   次のいずれかに該当するときは無効とします。 

   ①資格要件を欠くもの。 

   ②提出書類に虚偽の記載があったと認められるもの。 

   ③審査の公平性に影響を与える行為があったとき。 

   ④信義に反する行為があったとき。 

   ⑤その他選考に係る不正行為があったもの。 

 （７）その他 

   プロポーザル実施要領及び仕様書に定めるもののほか、応募にあたっては仕様の

変更があった場合には、参加希望業者に通知します。  
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６．契約保証金について 

契約予定者は、契約を締結する際に納付書を添えて契約金額の１００分の１０以上の契

約保証金を納付しなければなりません。ただし、松阪市契約規則第３１条に基づき全部又

は一部を免除する場合があります。なお、納付の方法は、担保として提供された証券等現

金以外の方法もあるため、環境課と協議すること。 

 

７．参加申請について 

 （１）所管課（申請書等の提出先） 

     松阪市環境部環境課 

     〒５１５－８５１５ 三重県松阪市殿町１３１５番地４ 

     ＴＥＬ ０５９８（５３）４４２５ 

     ＦＡＸ ０５９８（２６）４３２２ 

     E-mail：kan.div@city.matsusaka.mie.jp 

（２） プロポーザル実施スケジュール 

     公告期間（閲覧期間）          １０月１日（火） ～ １０月１８日(金)  

参加申請にかかる質問提出期限                １０月１６日（水）  

参加申請にかかる質問回答期限            １０月１７日（木）  

参加申請書提出期限                 １０月１８日（金)  

参加資格審査結果通知日               １０月２２日（火)  

企画提案書及び提案見積書等にかかる質問提出期限   １０月２４日（木） 

企画提案書及び提案見積書等にかかる質問回答期限   １０月２８日（月) 

企画提案書及び提案見積書等提出期限         １０月３０日（水)  

参加辞退届提出期限                 １０月３０日（水)  

業者プレゼンテーション・ヒアリングの実施      １１月上旬（予定） 

最優秀提案者の決定                 １１月上旬（予定） 

業務委託契約締結                                  １１月中旬（予定） 

（３）プロポーザル実施要領等の閲覧期間及び閲覧場所 

     閲覧期間：平成２５年１０月１日（火）～平成２５年１０月１８日（金） 

 ※土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定

する休日を除く午前９時～午後５時まで。ただし正午～午後１時を除く。 

 閲覧場所：（１）に同じ 

 ※ 市 の ホ ー ム ペ ー ジ よ り ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と も 出 来 ま す 。 

http://www.city.matsusaka.mie.jp/ 

（４）参加申請書の提出期限、提出場所及び提出方法  

提出期限：平成２５年１０月１８日（金）午後５時（必着） 

 提出場所：（１）に同じ  



5 

 

提出方法：持参、郵送（書留郵便に限る）、または宅配便による。 

提出書類：①参加申請書（様式第１号） 

 ②事業者概要（沿革，代表者の履歴等）・・・（任意様式） 

 ③業務実績調書（様式第２号）及び契約書の写し等 

 ・地方公共団体と締結した契約書の写し等（バイオマス活用推進計画の策

定業務を受託し契約を履行した内容の確認がとれるもの。または、国、

地方公共団体においてバイオマスに関する先進的な取り組みを支援し

た実績を証明できるもの。 

④申請書を提出する日の属する事業年度の事業者の収支予算書及び事業

計画書、またはこれに類する書類 

 ⑤納税に関する証明書（発行から３か月以内のもの） 

 ・市税の完納を証明する書類  

・県税の完納を証明する書類  

・「法人税」及び「消費税及地方消費税」について未納税額のない証明  

（納税証明書様式その３の３ 写し） 

 ※ 提出書類は、証明書等を除きＡ４版とします。 

 （５）参加申請質問にかかる提出期限  

平成２５年１０月１６日(水)午後５時まで（必着）  

※質問の要旨を質問書（様式第６号）に記載し、松阪市環境部環境課に原則として

メール（ファクシミリでも可）で送信してください。 

 （６）参加申請質問にかかる回答期限  

原則として、平成２５年１０月１７日（木）までに質問者にのみ随時回答します。 

 （７）参加資格審査結果通知日（※参加資格者の決定） 

 通知日：平成２５年１０月２２日（火）  

通知方法：メールにより各社へ送信します。 

（８）企画提案書及び提案見積書等にかかる質問提出期間 

平成２５年１０月２４日（木）午後５時まで（必着）  

※質問の要旨を質問書（様式第６号）に記載し、松阪市環境部環境課に原則とし

てメール（ファクシミリでも可）で送信してください。  

（９）企画提案書及び提案見積書等にかかる質問回答期限  

原則として、平成２５年１０月２８日(月) までに、質問者にのみ随時回答します。  

（10）企画提案書及び提案見積書等提出期限、提出場所、提出方法及び記載内容等  

提出期限：平成２５年１０月３０日（水）午後５時（必着） 

提出場所：（１）に同じ 

提出方法：持参、郵送（書留郵便に限る）、または宅配便による。 

※郵送または宅配便の場合は、事前に担当課まで連絡をしてください。 
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 提出書類：①企画提案書 （様式第３号を含む） 

 ②提案見積書 （様式第４号） 

 ③付属資料 （任意） 

 【企画提案書作成上の留意事項】  

ア．企画提案書の様式は、Ａ４縦長横書き両面としてください。 

イ．１部は袋綴じし「正本」とし、社名を表紙に記載した上で、本市の競争入札参

加資格者登録に使用した印鑑を押印してください。 

なお、提案者にかかる担当者名及び連絡先等を必ず明示してください。 

 ウ．印を押さない（※社名は一切削除してください。）企画提案書を「副本」とし

て１０部作成し、電子媒体１部を添付してください。電子媒体には、紙媒体で

提出する文書すべてを含めてください。電子媒体は、ＰＤＦ形式または、

Microsoft Office 形式としてく ださい。  

エ．企画提案書の最初のページは、別紙様式第３号「企画提案書」としてください。  

オ．企画提案書は「平成２５年度松阪市バイオマス活用推進計画策定業務委託公募

型プロポーザル実施要領」にある審査評価項目の評価の着眼点項目に沿って、

提案内容を分かり易く具体的に記述してください。その他、仕様書に従って積

極的な提案を行ってください。  

カ．企画提案書は、全部で５０ページ以内に収めてください。また、必ずページ番

号を表記してください。 

キ．本市の提示した「実施要領や仕様書の記載のとおり」といった記述にしないよ

うにしてください。 

ク．本市が要求する業務を実現する上で内容に重大な記載洩れがあった場合、評価

が大幅に低くなることがありますので、本市の要求を実現できる提案を具体的

に記載してください。 

ケ．契約締結の際には、本プロポーザルの仕様書に加え、企画提案書一式を添付し

ますので 実現不可能なものではなく、確実に実現できる範囲で記載してくだ

さい。企画提案書に記載された内容は、全て提案者が実現を約束したものとみ

なします。 

コ．仕様書に記載している内容以外に、この業務の目的を達成するための有効な方

法がある場合は、積極的に提案を行なってください。 

サ．提案見積価格に加算していない有料オプションなど、別途費用を必要とするも

のの企画提案書への記載は受け付けません。 

  

【提案見積書記載上の留意事項】 

 ア．提案見積書は、別紙様式第４号に従い作成してください。 

  イ．提案見積書は、企画提案書とは別に作成してください。 
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 ウ．提案見積書については、本市の競争入札参加資格者登録に使用した印鑑を押印

してください。 

 エ．件名は横書きで、それぞれに「平成２５年度松阪市バイオマス活用推進計画策

定業務委託」としてください。 

 オ．提案見積書提出の際は封筒に入れ、封筒に封印、封緘（封の糊付け）、封筒の

継ぎ目に 封印（押印）してください。印は、本市の競争入札参加資格者登録

に使用した印鑑を使用し、封筒の継ぎ目３ヵ所へ押印してください。 

 

 

【参考例】 提案見積書用封筒（表） 提案見積書用封筒（裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【無効提案（見積り）】  

次の各号のいずれかに該当する提案（見積り）は無効とします。 

(Ａ）提案者が同一事項の提案（見積り）に対し、二以上の提案（見積り）をしたとき。 

（Ｂ）提案見積書の金額、氏名、印影、若しくは重要な文字の誤脱、又は識別しがたい     

提案（見積り）。 

 （Ｃ）提案見積価格に関して、桁まちがい等、提案者から誤記との意思表示がなされた

場合。 

 （Ｄ）提案者が提出期限までに企画提案書・提案見積書を提出しないとき。 

（Ｅ）前各号に掲げるもののほか、価格提案に関する上限に違反したとき。 

（Ｆ）提案見積書用封筒に封緘（封の糊付け）、封印のないもの。 
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 ８．審査方法について 

   企画提案書提出期間終了後、平成２５年度松阪市バイオマス活用推進計画策定業務委 

託プロポーザル審査委員会において、審査を行います。 この業務に参加希望業者が１社

であっても、以下の選考手続きを行うものとします。 

 （１）プレゼンテーション・ヒアリングの実施  

平成２５年１１月上旬 

企画提案内容と提案見積価格の評価を合算した総合評価にて選定します。 

 ①評価内容  

仕様書で指定する松阪市バイオマス活用推進計画策定の委託業務を十分遂行でき

る事業者であることが必須条件であり、本市に合ったバイオマス賦存量及び利活用状

況の調査、バイオマス利活用方法の検討等に対する支援体制を評価します。 

 ②評価・決定方法  

企画提案していただいた内容に基づき、提案上限予定価格以内で提示された参加申

込者の業務遂行能力について評価を行います。 

③選定方法  

   選定については、有識者等を含む９名で構成される「平成２５年度松阪市バイオマ 

  ス活用推進計画策定業務委託プロポーザル審査委員会」を設置し、「内容評価」と「価

格評価」を行い、「内容評価点」と「価格評価点」の合計が最も高い事業者を最優秀提

案者の候補者として選定します。 

「内容評価」については、提出された書類、プレゼンテーションの内容に対する審

査及びヒアリングにより評価します。９人の選定委員の平均点を算出し、小数点第二

位以下切り捨てとします。なお、内容評価点７０点（業務実施能力３０点・企画提案

内容４０点）のうち、得点が３０点に満たない場合は、選考から除外します。 

「価格評価」については、契約上限額を基準に提案見積書による提案見積価格を評

価します。 なお、提案見積書において提案があった金額が契約上限額を超えた場合は、

評価の対象外とします。また、提案上限額の６７パーセントの価格を３０点とし、提

案見積価格が提案上限額の６７パーセント未満のものについても３０点とします。 

 ④総合評価点が同点となった場合の取扱い  

提案見積価格が低い業者を最優秀提案者とします。また、提案見積価格が同額であ

った場合は、くじにて最優秀提案者を決定します。 
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評 価 基 準 

 

評価項目 評価の着眼点 配点 

内 

容 

評 

価 

点
（
７
０
点
）  

業
務
実
施
能
力
（
３
０
点
） 

業務遂行体制 ・業務が遂行可能な人員体制が確保されているか。 

・本市と十分な意思疎通が図られる体制が確保され

ているか。 

・主任技術者は、業務を遂行するに当たって十分か

つ有効な経歴や資格等を有しているか 

・作業工程に無理がなく、作業手順は効率的なもの

であるか。 

２０ 

同種及び類似業

務の受託実績 

・国や地方公共団体での同種及び類似業務の受託実

績とその内容（成果）はどうか。 
１０ 

企
画
提
案
内
容
（
４
０
点
） 

業務全般の理解

度 

・当該業務に関し、十分な知識・知見を持っている

か。 

・「松阪市バイオマス活用推進計画」の位置づけや、

法令や既存の計画等との関連性についての理解

がされているか。 

１０ 

各業務の取組方

針 

・仕様書に記載されたすべての事項について、取組

方針が示されているか。 

・取組方針には妥当性があり、具体的な内容となっ

ているか。 

１０ 

調査・検討等の

手法 

・調査・分析、検討の対象や手法に偏りはないか。 

・調査・分析、検討の手法に事業成果を高めるため

の工夫が見られるか。 

１０ 

独自提案の内容 ・本市の地域特性を踏まえた調査内容とするための

工夫が見られるか。 

・仕様書に示された内容以外に独自の提案がされて

いるか。また、その内容は現実的かつ妥当なもの

か。 

・独自の提案の内容は、事業成果を高めるために有

効なものであるか。 

１０ 

価格評価点（３０点） 
価格評価点＝（提案上限額－提案見積額）／（提案 

上限額－提案上限額×0.67）×配点（30点） 
３０ 

合  計  １００ 

※小数点第二位以下切り捨てとします。 
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ただし、次の要件に該当した場合は、選定審査の対象から除外します。 

 １） 選定審査に関する不当な要求等を申し入れた場合  

２） 提出書類に虚偽又は不正があった場合 

３） 提出書類等の提出期間を経過してから提出書類等が提出された場合 

４） 複数の申請を行い又は複数の事業計画書を提出した場合  

５） 提出書類を提出後に事業計画の内容を大幅に変更した場合  

６） その他不正行為があった場合 

 （３）選定結果の通知  

選定の結果は、全ての参加者に書面で通知します。なお、審査の公正・透明性を図

るため選定結果を公表します。 

 

 ９．その他  

（１）参加辞退 

 参加申請書提出後、辞退する場合は、指定の様式・参加辞退届（様式第５号）を使用

し、参加辞退届の提出期限（平成２５年１０月３０日（水）午後５時必着）までに、松

阪市環境部環境課へ提出してください。参加辞退は自由であり、辞退しても以後におけ

る不利益な扱いはありません。郵送される場合は、必ず書留、または簡易書留、特定記

録郵便としてください。 

 

 以上 


